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平
成
28
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
は
、
町
政
の
推
進
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
、
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、
安
全
・
安

心
な
都
市
基
盤
の
整
備
や
、
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
の
再
開
、
そ
し
て
ご
み
処
理
中
継
施

設
事
業
、
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組
合
の
設
立
(天
理
市
ほ
か
９
市
町
村
)

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
施
策
の
実
現
に
向
け
、

歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
今
年
の
目
標
を
漢
字
一
文
字
に
あ
ら
わ
し「
人
」と
掲
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
人

を「
増
や
す
」、「
育
て
る
」、「
守
る
」、「
元
気
に
す
る
」、
そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
力
や

知
恵
を
生
か
し
た
｢共
生
の
社
会
｣を
構
築
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
、
こ
の
５
つ
を

基
本
目
標
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
含
め
、
新
た
な
施
策
を
一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
創
生
の
推
進
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
人
口
の
現
状
分
析
と
将

来
の
展
望
を
提
示
す
る「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
安
定
雇
用

や
地
方
へ
の
人
の
流
れ
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
な
ど
を
基

本
目
標
に
、
今
後
５
か
年
の
方
向
性
を
具
体
的
に
ま
と
め
た
「
上
牧
町
総
合
戦
略
」

と
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る「
第
５
次
上
牧
町
総

合
計
画
」の
策
定
を
進
め
、「
未
来
の
上
牧
町
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
と
議
会
、
行
政
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
、「
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
元
気
な
ま
ち
」「
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」に
す
る
た
め
、
身
を
引
き
締
め
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
私
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
創
生
元
年
・
人
と
と
も
に

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

上
牧
町
長

今

中

富

夫

新年のあいさつ
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上
牧
町
の
冬
の
恒
例
行
事「
第
28
回
上
牧

町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」の
開
会
式
が
12
月
20
日
、

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
出
場
者
を
は

じ
め
関
係
者
約
２
０
０
人
が
開
会
式
に
参
加

し
ま
し
た
。
28
回
目
と
な
る
今
年
は
、
町
内

か
ら
１
１
４
人
が
出
場
。
開
会
式
後
の
８
時

40
分
か
ら
順
次
小
学
生
、
中
学
生
女
子
・
一

般
女
子
の
部
が
上
牧
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か

ら
、
同
９
時
15
分
に
は
中
学
生
男
子
と
高
校

生
以
上
の
部
が
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は

3.7
km
コ
ー
ス
と
5.4
km
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お

り
、
3.7
km
コ
ー
ス
は
上
牧
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
プ
レ
ス
テ
ア
ー
バ
ン
西

大
和
前
を
通
り
、
南
上
牧
か
ら
秩
父
池
前
の

折
り
返
し
点
へ
向
か
う
コ
ー
ス
。
5.4
km
コ
ー

ス
は
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
3.7

km
コ
ー
ス
と
同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
五
軒
屋
の

庚
申
塚
前
を
折
り
返
し
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
、
ど
ち
ら
も
着
点
は
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
上
牧
町
婦
人
会
に
よ
る

「
ぜ
ん
ざ
い
」が
振
る
舞
わ
れ
、
出
場
者
は
冷

え
切
っ
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
た
小
学
生
は

３
月
に
行
わ
れ
る「
第
11
回
奈
良
県
市
町
村

対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
」の
上
牧
町
か
ら
の

出
場
選
手
選
考
候
補
者
と
な
り
ま
す
。

スタートを切る小学生たちがんばれ！！ゴールはもうすぐ

出場者にぜんざいを振る舞う
上牧町婦人会のみなさん

師
走
の
寒
風
の
中

１
１
４
人
が
快
走

―
第
28
回
上
牧
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
―

師
走
の
寒
風
の
中

１
１
４
人
が
快
走

―
第
28
回
上
牧
町

マ
ラ
ソ
ン
大
会
―
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中
島
さ
ん
は
、
平
成
９
年
簡

易
裁
判
所
判
事
に
任
官
。
京

都
・
大
阪
な
ど
の
簡
易
裁
判
所

な
ど
を
経
て
、
多
く
の
民
事
・

刑
事
事
件
を
処
理
さ
れ
、
そ
の

重
要
と
認
め
ら
れ
る
職
務
の
功

労
に
対
し
こ
の
た
び
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

元
木
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
大

阪
国
税
局
に
採
用
。
以
来
、
国

税
庁
及
び
近
畿
圏
内
の
税
務
署

の
要
職
を
経
て
、
堺
税
務
署
長

を
最
後
に
退
職
。
長
年
に
わ
た

る
税
務
行
政
に
対
す
る
功
労
が

認
め
ら
れ
こ
の
た
び
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
昭
和
38
年
大
阪

府
警
察
官
に
任
官
。
以
来
、
主

に
地
域
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー

ル
・
犯
罪
予
防
な
ど
、
人
々
の

安
全
と
平
穏
を
守
る
警
察
官
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
危
険
性

の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
こ
の
た
び
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

ご受章おめでとうございます

上
牧
町
で
は
、
現
在「
第
５
次
上
牧
町
総
合
計
画
」

の
素
案
づ
く
り
に
向
け
、
一
般
公
募
に
よ
る
町
民
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
学
識
経
験
者
、
大
学
生
、
町
職

員
が
参
加
す
る「
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
」を
11
月
21

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
回
目
と
な
る
今
回
の
会
議
で
は
、
町
内

の
現
状
を
知
る
た
め
の
ま
ち
歩
き
を
行
い
、
そ
こ
で

感
じ
た
印
象
や
目
に
し
た
現
状
を
漢
字
一
文
字
に
表

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
議
論
す
る
こ
と
で
、

町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。
様
々

な
立
場
で
の
と
ら
え
方
や
考
え
方
の
も
と
、
自
由
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
町
の
実
情
と
向
き
合
う
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
全
４
回
の
日
程
を
通
じ
て
、
本
町
の
将
来

を
見
据
え
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

総
合
計
画
と
は
、
上
牧
町
が
進
む
べ
き
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
を
見
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。
本
町
の
特
性
や
課
題
、
そ
し
て
時
代
の
流

れ
な
ど
を
的
確
に
見
極
め
な
が
ら
、
将
来
、
上

牧
町
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
れ
ら
を
総

合
的
・
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
計
画
で
す
。

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　
☎
役
場
内
線
２
３
８
番

E-m
ail  kanm
aki@
plum
.ocn.ne.jp    

HP  http://w
w
w
.tow
n.kanm
aki.nara.jp/
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「
町
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
」を

開
催
し
ま
し
た

ワークショップの様子 まち歩きの様子

平成27年秋の叙勲(平成27年11月３日発令)で、上牧町から３名のかたが受章の栄に浴されました。

瑞
宝
小
綬
章

中
島
嘉
昭
さ
ん
(裁
判
官
功
労
)

瑞
宝
小
綬
章

元
木
茂
喜
さ
ん
(税
務
行
政
事
務
功
労
)

第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

田
中
　
武
さ
ん
(警
察
官
功
労
)
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議
会
報
告

み
な
さ
ん
と
語
り
合
う
座
談
会

町
議
会
で
は
、
議
会
の
審
議
内
容
を
報

告
す
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
や
ご
意
見

を
伺
い
、
語
り
合
う
会
と
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

１
月
30
日
(土
)午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室
　

▼
内
　
容

・
平
成
26
年
度
決
算
報
告
　

・
ご
み
処
理
問
題
の
現
状
に
つ
い
て

・
議
会
改
革
の
現
状
に
つ
い
て

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

☎
役
場
内
線
３
０
４
番

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

ー
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
ー

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

申
請
受
付
は
、
２
月
１
日
(月
)ま
で
で
す
。

申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ

ん
。
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
か
た
に
は
、

８
月
５
日
に
申
請
書
を
発
送
済
み
で
す
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た
で
、
該

当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

昨
年
１
月
１
日
現
在
で
上

牧
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
か
た
で
、
本
年

度
分
の
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
か
た

※
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

た
の
扶
養
親
族
や
、
生
活
保
護
受
給
者
の

か
た
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▼
支
給
金
額

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
６
，０
０
０
円

※
年
金
受
給
者
な
ど
に
対
す
る
加
算
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
の
写

し
(住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

旅
券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し
(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）。

※
昨
年
度
に
臨
時
福
祉
給
付
金
受
取
口
座
を

指
定
し
、
本
年
度
も
同
口
座
を
指
定
の
場

合
は
、
指
定
口
座
確
認
書
類
の
写
し
は
不

要
で
す
。

★
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

昨
年
６
月
分
の
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
、
お
よ
び
そ
の

要
件
を
満
た
す
か
た
。

※
特
例
給
付
(平
成
26
年
中
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
か
た
で
、

月
額
一
律
５
，０
０
０
円
)の
受
給
者
は
支

給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
本
年
度
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
か
た
も

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
者

に
含
ま
れ
ま
す
。

▼
支
給
金
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
　
３
，０
０
０
円

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
の
写

し
(住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

旅
券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し
(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）。

※
児
童
手
当
受
取
口
座
を
指
定
、
ま
た
は
昨

年
度
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
受

取
口
座
を
指
定
し
、
本
年
度
も
同
口
座
を

指
定
の
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
・
指
定

口
座
確
認
書
類
の
写
し
は
不
要
で
す
。

☆
公
務
員
の
か
た
の
場
合

公
務
員
の
か
た

は
、
職
場
か
ら
の
申
請
書
・
本
人
確
認
書

類
の
写
し
(住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
旅
券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類
の
写
し
(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

２
月
１
日
(月
)ま
で

▼
と
こ
ろ

役
場
１
階「
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」窓
口

▼
支
給
方
法

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す
。

※
申
請
か
ら
振
込
ま
で
１
～
２
カ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
不
支
給
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
合
先

役
場
１
階「
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」窓
口
(福
祉

課
横
)  ☎
76
ー
４
８
０
０
・
76
ー
４
８
０
１

★
給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詫
び

「
広
報
か
ん
ま
き
」12
月
号
で
、
あ
し
た
の

な
ら
表
彰
受
章
者
の
遊
亀
さ
ん
の
名
前
が
敏

朗
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

敏
明
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

上
牧
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
指
定
取
消

上
牧
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
か
ら
次

の
業
者
の
指
定
を
取
消
し
ま
し
た
。

▼
指
定
の
取
消

☆（
有
）北
西
工
業

奈
良
市
西
九
条
町
２
ー
２
ー
22

☎
０
７
４
２
ー
85
ー
１
８
４
０

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
(下
水
道
係
)

☎
71
ー
５
２
３
４

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
中
央
公
民
館

☆
１
月
22
日
(金
)ま
で

・
水
墨
画
　
遊
楽
会
(展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
山
領
友
禅
染
ク
ラ
ブ
(陳
列
ケ
ー
ス
）

★
役
場

☆
１
月
29
日
(金
)ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
　
遊
墨
会

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
中

央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　
☎
76
ー
３
６
１
０
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ほ
っ
か
つ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
使
用
期
限
迫
る
！

ー
商
品
券
は
も
う
使
わ
れ
ま
し
た
か
？
ー

ほ
っ
か
つ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。　

期
限
後
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
期
限

１
月
11
日
(祝
・
月
)ま
で

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　

☎
役
場
内
線
２
３
８
番

平
成
28
・
29
年
度
上
牧
町
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
開
始

平
成
28
・
29
年
度
に
上
牧
町
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
の
請
負
ま
た
は
業
務
委
託

並
び
に
建
設
工
事
な
ど
に
係
わ
る
物
品
の

製
造
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
か
た
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
(指
名
願
)を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
指
名
願
は
基
準
年
で
あ

る
た
め
、
資
格
審
査
に
該
当
す
る
か
た
は

す
べ
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
上
牧
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow
n.kanm
aki.nara.jp/

▼
受
付
期
間

２
月
１
日
(月
)か
ら
26
日
(金
)

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

（
平
日
の
午
後
０
時
か
ら
１
時
ま
で
の
間
と

土
・
日
・
祝
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
受
付
方
法

総
務
課
安
全
安
心
係
に
持
参
、

又
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
、
２
月
26
日
(金
)必
着
。

▼
提
出
場
所

〒
６
３
９
ー
０
２
９
３
　
北
葛

城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
３
３
５
０
　
上
牧
町

役
場
　
総
務
課
　
安
全
安
心
係

▼
様
　
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。　

▼
問
合
先

総
務
課
　
安
全
安
心
係

☎
役
場
内
線
２
２
５
・
２
２
６
番

ご
み
中
継
施
設
の
建
設
と

今
後
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

昭
和
46
年
に
稼
働
を
開
始
し
た
現
在
の
塵

芥
焼
却
場
は
、
す
で
に
44
年
が
経
過
し
、
こ

れ
ま
で
必
要
な
補
修
、
整
備
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
施
設
の
延
命
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
今
後
も
適
正
な
ご
み
処

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
前
よ
り
香
芝
市

を
は
じ
め
、
地
元
自
治
会
、
町
ご
み
処
理
問

題
特
別
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
来

年
度
中
に
現
焼
却
場
の
操
業
を
停
止
し
、
町

の
廃
棄
物
処
理
を
民
間
に
委
託
す
る
に
あ
た

り
、
収
集
し
た
廃
棄
物
を
効
率
的
な
積
替
え

な
ど
を
行
う「
ご
み
中
継
施
設
」を
、
上
牧
１

７
１
８
番
地
１
(奈
良
交
通
｢上
牧
出
合
｣バ
ス

停
西
側
)に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
み
中
継
施
設
建
設
工
事
は
、
４
月
着
工
予

定
で
す
。

ご
み
中
継
施
設
建
設
に
よ
る
ご
み
処
理
業

務
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
民
間
委
託
に
よ
り

行
う
計
画
で
す
。
た
だ
し
、
将
来
的
に
は
、

ご
み
処
理
に
対
す
る
環
境
負
荷
の
軽
減
や
、

財
政
負
担
の
削
減
と
い
っ
た
諸
問
題
を
考
慮

し
、
現
在
、
天
理
市
が
進
め
て
い
る「
ご
み
処

理
の
広
域
化
計
画
(２
市
７
町
１
村
)」に
参
加

す
る
こ
と
で
種
々
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
を
実
施
す
る
う
え
で
、
構
成
団
体
に
よ
る

一
部
事
務
組
合
の
設
立
が
必
要
と
な
る
た
め
、

第
４
回
定
例
会
(12
月
)に「
山
辺
・
県
北
西
部

広
域
環
境
衛
生
組
合
の
設
立
」の
提
案
を
行
い
、

全
議
員
異
議
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
現
計
画
で
の
広
域
ご
み
処
理
開
始

年
度
は
、
８
年
後
の
平
成
35
年
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
ご
み
の
収
集
方
法
は
、
従
来
ど
お
り
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

環
境
課
　

☎
役
場
内
線
１
４
１
・
１
０
６
番

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

１
月
は
町
県
民
税
(第
４
期
)と
国
民
健

康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
お
よ
び
介
護
保

険
料
(第
７
期
)の
納
期
月
で
す
。

※
納
期
限
は
２
月
１
日
(月
)で
す
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な
さ

ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納
付
す

る「
自
主
納
付
」が
基
本
で
す
。
納
付
に
は
、

納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所
(納
付
書
に
記
載
)

で
納
め
る
方
法
と
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料

な
ど
に
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
ま
で
に
納
付
出
来
な
い
場
合
は
、

早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法

申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印
鑑
を

持
参
し
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
手
続
き
が
完
了
す
る
ま
で
、
３

週
間
以
上
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日

各
納
期
限
月
の
末
日
(末
日
が
休

日
、
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
)

▼
問
合
先

徴
収
課
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番
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平
成
27
年
分
　
確
定
申
告
相
談
と
受
付

【
申
告
・
納
税
期
限
に
つ
い
て
】

平
成
27
年
分
の
申
告
と
納
税
は
、
所
得
税
は
、
２
月
16
日
(火
)か
ら
３
月
15
日
(火
)ま
で
で
す
。

（
土
日
祝
日
を
除
く
)

【
ご
注
意
】必
ず
①
～
⑤
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

①
役
場
職
員
に
よ
る
確
定
申
告
の
相
談
・
受
付

は
、
給
与
(年
末
調
整
末
済
）、
公
的
年
金
な
ど

の
雑
所
得
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
の
簡
易
申
告
に
限
り
ま
す
。
な

お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
税
務
署
へ
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
配
当
所
得
、
不

動
産
・
株
式
な
ど
を
売
却
し
た
と
き
の
譲
渡

所
得
(分
離
課
税
・
第
三
表
使
用
）、
損
失
申

告
(第
四
表
使
用
）、
消
費
税
に
係
る
申
告
な

ど
は
受
付
て
お
り
ま
せ
ん
、
最
寄
の
税
務
署

に
て
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
地
区
相
談
会
で
は
、
税
理
士
・
税
務
署
員
が

申
告
を
受
付
け
ま
す
。
営
業
、
農
業
、
不
動

産
所
得
な
ど
(決
算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど

を
必
要
と
す
る
申
告
)は
こ
の
会
場
で
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
前
年
の
金
額
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
年
の
申
告
書
の

控
え
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
会

場
で
も
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
、
贈
与
税
、
相
続
税
の
申
告
は
受
付
て
お

り
ま
せ
ん
。

③
申
告
に
は
、
必
ず
印
鑑
と
源
泉
徴
収
票
(原

本
）、
控
除
証
明
書
(生
命
保
険
料
、
地
震
保

険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
）、
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税

(料
)、
任
意
継
続
保
険
料
の
領
収
書
)な
ど
を

必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
(還
付
請
求
の
場
合

は
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
く
だ

さ
い
。）

④
本
人
控
え
に
収
受
印
が
必
要
な
か
た
は
、
税

理
士
・
税
務
署
員
の
受
付
会
場
や
税
務
署
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
職
員
の
相
談
・

受
付
会
場
は
、「
上
牧
町
役
場
扱
い
」の
押
印

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
か
た
で
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
課
税
・

給
付
な
ど
の
際
に
正
し
く
計
算
す
る
た
め

に
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
県
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

平
成
23
年
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
所
得
税
の
改

正
事
項
に
つ
い
て

そ
の
年
分
の
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分

の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

分
の
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
要
し
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
(確
定

申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
町
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
)

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
医
療
費
控
除
な
ど

に
よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

《
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
記
帳
・

帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
》

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保

存
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
の
白
色
申

告
者
の
う
ち
、
事
業
・
不
動
産
・
山
林
所
得
な

ど
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
か
た
か
ら

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
先

税
務
課
　

☎
役
場
内
線
１
２
３
・
１
４
７
番

葛
城
税
務
署
　
☎
22
ー
２
７
２
１
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貯
水
槽
水
道
の
管
理

貯
水
槽
水
道
を
利
用
す
る
人
が
い
つ
も
安

心
し
て
使
え
る
よ
う
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

受
水
槽
お
よ
び
高
置
水
槽
の
清
掃

１
年
に
１
回
、
定
期
的
に
清
掃
を
行
い
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

受
水
槽
お
よ
び
高
置
水
槽
の
点
検

有
害
物
や
汚
水
な
ど
の
混
入
が
な
い
よ
う
、

定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
不
備
が
あ
れ
ば
す

み
や
か
に
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

水
質
管
理

蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
，

味
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
、

残
留
塩
素
も
測
定
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
異
常

が
あ
れ
ば
必
要
な
水
質
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。

異
常
発
生
時

給
水
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に

給
水
を
停
止
し
、
か
つ
、
そ
の
水
を
使
用
す

る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
旨
を
関
係
者
に
周
知

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
　
☎
76
ー
４
５
９
９

法
律
講
座
開
催
(無
料
)

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
に
法
的
知
識
の
普
及
を
図
る
た

め
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
法
律
講
座
を
開

催
。
弁
護
士
が
講
師
と
な
っ
て
わ
か
り
や

す
く
講
義
し
ま
す
。

▼
内
容
・
と
き

☆
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

１
月
９
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

☆
成
年
後
見

２
月
13
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

☆
建
築
に
関
す
る
紛
争

３
月
12
日
(土
)午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

奈
良
弁
護
士
会
館

▼
申
込
方
法

希
望
講
座
・
〒
・
住
所
・
名
前

(ふ
り
が
な
)・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会
　
〒
６
３
０
ー

８
２
３
７
　
奈
良
市
中
筋
町
22
ー
１
　

☎
０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
４
２
ー
23
ー
８
３
１
９

バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
公
式
戦

上
牧
町
の
み
な
さ
ん
を
優
待

バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良
VS
浜
松
・
東
三
河

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
公
式
戦
に
上
牧
町
の
み

な
さ
ん
を
優
待
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

は
、
１
階
と
２
階
の
自
由
席
の
当
日
券
が

５
０
０
円
引
き
と
な
り
ま
す
。

▼
と
　
き

２
月
６
日
(土
)午
後
６
時
か
ら
　
　
　
　
　
　

７
日
(日
)午
後
２
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

大
和
郡
山
市
総
合
公
園
施
設

多
目
的
体
育
館
(金
魚
ス
ク
エ
ア
)

▼
優
待
内
容

試
合
当
日
、
会
場
の
チ
ケ
ッ

ト
売
場
で
上
牧
町
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
(広
報
か
ん

ま
き
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
名

刺
、
学
生
証
な
ど
)を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
１
人
に
つ
き
４
枚
ま
で
購
入
可
。
チ

ケ
ッ
ト
販
売
は
、
試
合
開
始
の
３
時
間
前

か
ら
第
２
Ｑ
終
了
ま
で
。

▼
問
合
先

株
式
会
社
　
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈
良

☎
０
７
４
２
ー
20
ー
１
８
０
０

▼
対
象
者

・
平
成
28
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

・
平
成
29
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

・
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

▼
問
合
先

・
一
般
財
団
法
人
　
大
阪
労
働
協
会
　

☎
06
ー
４
７
９
４
ー
７
３
５
５

・
奈
良
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
７
４
２
ー
22
ー
３
２
０
０

・
(一
社
)奈
良
経
済
産
業
協
会

☎
０
７
４
２
ー
20
ー
２
２
１
０

青
少
年
問
題
講
演
会
開
催
(無
料
)

▼
と
　
き

１
月
27
日
(水
)午
前
10
時
開
演

(午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
)

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

講
演
　
演
題「
保
護
者
の
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
の
現
状
」

講
師
　
池
口
潤
さ
ん

(西
和
警
察
署
生
活
安
全
課
長
)

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
か
た

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
　

☎
役
場
内
線
５
１
３
番

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

県
内
の
求
人
企
業
約
50
社
が
就
職
希
望

者
に
対
し
て
会
社
概
要
や
求
人
内
容
な
ど

を
説
明
す
る「
企
業
合
同
説
明
会
」、「
業
界

研
究
会
」を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料
職
業
紹
介
所
登
録

面
談
も
で
き
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
。
開

催
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

２
月
15
日
(月
)午
後
０
時
か
ら

６
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

ホ
テ
ル
日
航
奈
良

(奈
良
市
三
条
本
町
８
ー
１
)

奈
良
県
の
最
低
賃
金

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
賃
金
室

☎
０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
６
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「
看
護
職
ミ
ニ
就
職
相
談
会
」

地
域
密
着
  奈
良
で
は
た
ら
こ
う

就
職
・
転
職
活
動
に
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

▼
と
　
き

１
月
29
日
(金
)　
午
後
０
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
　
フ

リ
ー
ル
ー
ム
(り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
)

▼
内
　
容

交
流
カ
フ
ェ
(お
茶
を
飲
み
な
が

ら
不
安
や
悩
み
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
)・

求
人
施
設
紹
介
・
ミ
ニ
就
職
相
談
会
・
採

血
の
技
術
再
確
認

▼
そ
の
他

１
月
22
日
(金
)ま
で
に
お
申
し

込
み
の
か
た
に
は
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進

呈
し
ま
す
。
当
日
参
加
も
歓
迎
。

※
託
児
あ
り
(事
前
予
約
必
要
)

▼
問
合
先

(公
社
)奈
良
県
看
護
協
会
　
奈

良
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
７
４
４
ー

25
ー
４
０
３
１
(平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
)

労
働
相
談
会
(無
料
)開
催

奈
良
県
労
働
委
員
会
で
は
、
委
員
に
よ

る
無
料
労
働
相
談
会
を
毎
月
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

☆
１
月
28
日
(木
)午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

☆
２
月
10
日
(水
)午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

☆
３
月
10
日
(木
)午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

▼
と
こ
ろ

奈
良
総
合
庁
舎
２
階
　
奈
良
県

労
働
委
員
会
会
議
室

▼
対
　
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
労
働
者
、

事
業
主
、
個
人
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
雇
用
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

▼
申
込
方
法

事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

奈
良
県
労
働
委
員
会
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
労
働
委
員
会

☎
０
７
４
２
ー
20
ー
４
４
３
１

特
別
支
援
教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ

募
集特

別
支
援
教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
通
常

学
級
に
在
籍
す
る
園
児
・
児
童
生
徒
の
な
か

で
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
園
児
・
児

童
生
徒
と
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
へ
の
介
助
や
学
習
活
動
の
支
援

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
申
込
資
格

教
員
免
許
を
持
つ
か
た

▼
採
用
期
間

４
月
１
日
(金
)か
ら

(勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合
、
６
ヶ
月
毎
の

期
間
で
更
新
有
)

▼
賃
　
金

１
時
間
あ
た
り
　
８
５
０
円

勤
務
年
数
に
よ
る
賞
与
あ
り

▼
勤
務
条
件

１
日
６
時
間
・
週
５
日
勤
務
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
う

ち
６
時
間

▼
勤
務
場
所

町
内
の
小
・
中
学
校
、
ま
た

は
上
牧
幼
稚
園

▼
休
　
日

土
・
日
・
祝
日
と
幼
稚
園
、
学

校
が
休
み
の
期
間

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
(写
真
貼
付
)に

記
入
の
う
え
、
免
許
状
の
写
し
と
と
も
に
教

育
総
務
課
に
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。　

後
日
面
接
の
う
え
採
用
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間

１
月
12
日
(火
)か
ら
29
日
(金
)

の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
問
合
先

教
育
総
務
課
　

☎
役
場
内
線
１
５
３
番

第
37
回
町
民
雪
中
登
山

参
加
者
募
集

▼
と
　
き

２
月
７
日
(日
)　
雨
天
中
止

役
場
前
　
午
前
８
時
集
合
・
８
時
15
分
出
発

※
時
間
厳
守

▼
と
こ
ろ

葛
城
山
(御
所
市
)

▼
参
加
者

町
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

の
男
女
(町
内
在
勤
者
可
)　
先
着
45
名

▼
持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
着
替
え
・
ア
イ

ゼ
ン

▼
申
込
方
法

１
月
５
日
(火
)か
ら
17
日
(日
)

ま
で
に
、
第
一
町
民
体
育
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
25
名
未
満
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

ア
イ
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
貸
し
出
し
も
で
き

ま
す
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

(第
一
町
民
体
育
館
内
)　
☎
78
ー
０
１
１

８
(月
曜
休
館
日
)

奈
良
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
労
働
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で
！
ー

労
働
保
険
(労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)料

の
納
付
に
つ
い
て
口
座
振
替
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
納
付
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
届

出
い
た
だ
い
た
口
座
か
ら
労
働
保
険
料
を

引
き
落
と
し
納
付
す
る
制
度
で
、
一
度
登

録
す
れ
ば
翌
年
度
も
自
動
継
続
さ
れ
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
労
働
局
や
金
融
機
関
に
出

向
く
手
間
が
省
け
る
ほ
か
、
納
付
忘
れ
・

遅
れ
が
な
く
な
り
非
常
に
便
利
で
す
。

▼
問
合
先

労
働
基
準
監
督
署
　
奈
良
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
３

奈
良
運
輸
支
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税
の

賦
課
期
日
の
終
期
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受

け
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申
請
が

窓
口
に
集
中
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
申
請
さ

れ
る
と
、
み
な
さ
ん
に
は
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和

す
る
た
め
、
自
動
車
の
移
転
登
録
(名
義
変

更
)や
抹
消
登
録
(廃
車
)な
ど
の
各
種
手
続

き
、
お
よ
び
３
月
は
検
査
コ
ー
ス
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
す
ま
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
の
手
続
き
案

内
、
検
査
関
係
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
よ
り
24
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
６
３
(音

声
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
)

http://w
w
w
tb.m
lit.go.jp/kinki/

上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
参
加
者
募
集

☆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　

▼
と
　
き

１
月
23
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
ま
で
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
　
30
名

▼
内
　
容

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
指
導

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

▼
申
込
方
法

１
月
５
日
(火
)か
ら
21
日
(木
）

ま
で
の
間
に
、
第
二
町
民
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

第
二
町
民
体
育
館
(月
曜
休
館
)

☎
73
ー
８
８
９
６
　
上
牧
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
委
員
会

募
　
　
集

募
　
　
集
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乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

乳
が
ん
は
年
間
８
万
人
以
上
の
か

た
が
発
症
し
て
お
り
、
特
に
若
い
世

代
で
の
発
症
や
50
歳
以
上
の
か
た
の

死
亡
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

20
か
ら
40
歳
代
前
半
の
若
い
世
代
で

子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る
か
た
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
や
子
宮
頸

が
ん
は
初
期
で
は
症
状
が
出
な
い
こ

と
が
多
く
、
２
年
に
１
度
の
検
診
で

予
防
・
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

▼
対
象
者

★
乳
が
ん

40
歳
以
上
(１
９
７
５
年
12
月

31
日
以
前
生
ま
れ
)で
西
暦
奇
数
年
生
ま

れ
の
か
た

★
子
宮
頸
が
ん

20
歳
以
上
(１
９
９
５
年

12
月
31
日
以
前
生
ま
れ
)で
西
暦
奇
数
年

生
ま
れ
の
か
た
　

▼
検
査
内
容

(乳
が
ん
)視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

(子
宮
頸
が
ん
)頸
部
細
胞
診
・
内
診

集
団
検
診
(乳
が
ん
検
診
の
み
)

▼
と
　
き

２
月
４
日
(木
)

①
午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で

②
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
ま
で

③
午
後
２
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

④
午
後
３
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

※
希
望
の
時
間
を
選
べ
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
集
団
検

診
室

▼
費
　
用

１
，０
０
０
円

(75
歳
以
上
は
５
０
０
円
）

▼
定
　
員

50
名

▼
申
込
期
間

１
月
７
日
(木
)か
ら
電
話
か

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

個
別
検
診
(乳
が
ん
検
診・子
宮
頸
が
ん
検
診
)

２
月
末
ま
で
に
生
き
活
き
対
策
課
ま
た

毎年、秋から冬にかけて感染性腸炎が流行し
ます。感染性腸炎とは、細菌またはウイルスな
どによる嘔吐、下痢をおこす病気です。原因は
ロタウイルス、ノロウイルス、アデノウイルス
によるものや細菌性のものもみられます。ロタ
ウイルスは吐き気、嘔吐、下痢、発熱、腹痛(小
児は嘔吐、成人は下痢が多い)　ロタウイルス、
アデノウイルスは子どもによく見られ、ロタウ
イルスでは便が白くなることがあります。乳幼
児や高齢者など体力の弱いかたは、脱水症状を
起こしたり、嘔吐物により誤嚥性肺炎を起こし
たりすることがありますので注意が必要です。
症状が治まっても数週間から1か月程、便の中に
ウイルスが検出されるとも言われています。

＜どうやってうつるのか＞
1．病原体が付着した手で口に触れる。
2．空気中に残ったウイルスを吸い込む。
3．汚染された食品を食べる。
事によってうつります。

＜予防のポイント＞
1．手洗いとうがい

帰宅後やトイレの後、調理・食事の前にする。
2．加熱
調理する時は、中心部まで十分に加熱する。  
(中心温度85℃1分以上の加熱が必要）

3．消毒
調理器具や汚染した衣服などの消毒をする。

＜家族が感染したら＞
●嘔吐物・便の処理は…
1．便や嘔吐物を処理する時は、使い捨て手

袋・マスク・エプロンを着用する。
2．嘔吐物や便に新聞やペーパータオルなどを
かぶせ0.1％消毒液を注ぎ、静かに拭き取る。

3．嘔吐物のあったところを0.02％消毒液で拭
き、ふき取ったペーパータオルや手袋など
は、ビニール袋に入れ密閉する。

4．処理後は手洗い・うがいをしっかり行う。
●洗濯物は…
汚物を流水で流し、85℃以上1分以上の熱湯消

毒をする。他の洗濯物と分けて最後に洗濯する。
●お風呂は…

下痢をしている人は一番最後に入浴し、まず
お尻をよく洗う。入浴後は風呂の水を替え、浴
槽、床、洗面器、イスも殺菌する。
●掃除は…

ドアノブや水道の蛇口、トイレの便座など
0.02％消毒液で消毒し、水ぶきをする。
●食器類は…

食後すぐに0.02％消毒液に浸して消毒した
後、洗う。

＜消毒液の作り方＞
市販の漂白剤：塩素濃度約５％の場合

０.０２％･･･衣類・調理器具・環境消毒
０.１％･･･嘔吐物・便が付着した場合

※使用時は十分に換気をしてください。

●
冬
の
感
染
性
腸
炎
に
ご
注
意
！
●
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●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

★認知症相談
と　き：１月27日（水）
午後１時30分から３時30分まで

ところ：相談室１
申し込み：電話か窓口へお申し込み

ください。当日でも相談できます
が、お待ちいただくかもしれませ
ん。ご了承ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：１月12日（火）
午前10時から11時30分まで

：１月15日（金）
午後１時30分から３時まで

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善
したいなど

ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：１月14日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成27年９月６日から10月
９日生まれのかた

★乳児相談
と　き：１月５日（火）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時15
分までは交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：１月29日（金）

午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：１月29日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

10か月児
と　き：１月14日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成27年２月５日から３月
14日生まれのかた

★３歳児健康診査
と　き：１月28日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成24年７月１日から８月
12日生まれのかた

★２歳児歯科検診
と　き：１月27日（水)
午前９時から９時30分まで受付

対象者：平成25年８月21日から
10月31日生まれのかた

※受診できないかたは、満３歳の誕
生日前までなら、次回以降でも受
診することができます。

は
片
岡
台
出
張
所
窓
口
で
問
診
票
を
お
渡

し
し
ま
す
。
必
要
書
類
お
よ
び
健
康
保
険

証
を
持
参
し
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
費
　
用

２
，０
０
０
円

(乳
が
ん
検
診
は
、75
歳
以
上
は

１
，０
０
０
円
）

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
検
診
予
約
枠

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り

支
援
台
帳
登
録
に
つ
い
て

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
環
境
で
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
町
内
に
在
住
す
る
認
知
症
高

齢
者
で
行
方
不
明
の
恐
れ
の
あ
る
か

た
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
台
帳

を
整
備
し
ま
す
。
台
帳
登
録
を
希
望

さ
れ
る
か
た
、
ま
た
そ
の
家
族
の
か

た
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
、

本
人
の
身
分
証
明
証
、
写
真
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
と
　
き

随
時
受
付
　
平
日
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
(土
日
祝

日
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
)　

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
費
　
用

無
料

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(生

き
活
き
対
策
課
内
)　
☎
79
ー
２
０
２
０

平日の午前９時から午後５時
まで利用できます。

プレイルーム利用日について
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　暖房器具の誤使用やちょっとした不注意による事故が多発する時季です。注意しましょう。

暖房器具による事故を防ぐために　
ー気をつけて！つい、うっかりが思わぬ事故にー

★石油ストーブの火を消さずに給油し引火

　　給油は完全に火を消してから行い、カートリッジタンクのふたが完全に

　閉まっているか確認してから装着を。

★石油ストーブをつけたまま就寝・・・一酸化炭素中毒

　　寝るときやその場を離れるときは、必ず火を消しましょう。また、石油

　ストーブなどを使用する際は、こまめな換気を心がけましょう。 

★電気ストーブに布団が触れて火災

　　寝るときはスイッチを切りましょう。また、ストーブの近くに燃えやすいものを置かないで。

　カーテンの近くで使用したり、ストーブの上や近くに洗濯物を干すのも危険です。

★近くに置いてあったスプレー缶が破裂して火災

　　ストーブなど熱源の近くに、スプレー缶やカセットボンベなどを置かないようにしましょう。

★電気こたつで洗濯物を乾かそうとして着火

　　こたつの中で洗濯物を乾かすのはやめましょう。また、こたつ布団や座いす、座布団などがヒーターのカ

バーに近接しないよう注意を。

★布団の中で電気ミニマットと電気毛布を併用していて火災

　　電気ミニマットを就寝時の暖房器具として使用するのはやめましょう。また、ほかの暖房器具との併用も

やめましょう。

★ストーブの上に置いていたやかんが倒れ湯が掛かってやけど

　　ストーブの上にやかんや鍋を置くのは避けましょう、また、転倒を防ぐため、床に不要なものを置かない

よう心がけましょう。

★湯たんぽで低温やけど

　　低温やけどは、湯たんぽのほか、こたつやあんか、カイロなどでも発生します。長時間同じ部位を温めな

いよう注意を。就寝時には、布団が暖まったら湯たんぽやあんかは布団から出しましょう。また、寝るとき

はカイロをはずし、電気毛布などは高温で使用しないようにしましょう。

　　低温やけどは水で冷やしても効果はありません。見た目より重症の場合がありますので、痛みや違和感が

ある場合は医療機関を受診しましょう。

　“高値で買い取る”という外国通貨の購入勧誘にご注意！
　ウズベキスタンの通貨「スム」の購入を勧誘する事業者に注意するよう、消費者庁から呼びかけが
ありました。

《主な手口》

・事業者Ａから、会社概要、販売価格・保証期間などを記載した書面、購入申込書などの一式が封筒で届く。
・封筒が届くのと前後して、事業者Ｂから電話があり、「事業者Ａからスムを購入すれば、高値で買い取る」な
どと、スムを購入するよう求めてくる。

・同じころ、公的機関を連想させる団体から「電話勧誘を行っている事業者についての相談を受け付ける」と
いう内容のチラシが封筒で届き、電話で事業者ＡやＢについての相談をすると、「心配ない」などと回答し

信用させる。

・事業者Ａにスムの購入を申し込むと、代金を宅配便で送るよう指示され、現金を送ると、実際に注文した分
のスムの紙幣が届くがその後、事業者ＡやＢとは連絡が取れなくなる。

☆高値で買い取ることを前提に他社の取り扱う外国通貨の購入を求める、また、宅配便などで現金の送付を求

めるのは、典型的な詐欺の手口です。絶対に応じないでください。

☆外国通貨の為替レートは変動するので、一般的に長期間にわたる売買価格が保証されることはありません。

また、日本国内で両替の困難な外国通貨も多く存在します。外国通貨の取引をする際は、事前に金融機関な

どで為替レートや売却の可能性を必ず確認しましょう。

☆一旦お金を支払うと取り戻すのは極めて困難です。うまい話には耳を貸さず、きっぱり断りましょう。
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27〜１／5）☎78−9903

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

1月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

時代小説で旅する東海道五十三次
岡村直樹著　講談社

歴史を題材にした小
説の中でも時代小説を
取り上げ、その舞台と
なった東海道の宿場順
に紹介、案内していま
す。時代小説をもと
に、徒歩で旅をするの
が普通だった時代を想
像して楽しむことがで
きます。

ぼくはアホウドリの親になる
南俊夫著　偕成社

syunkon カフェ雑記
山本ゆり著　扶桑社

ベストセラーになっ
た料理本の著者が語る
暮らしや日常、食べる
事についてのあれこ
れ･･･。読んでいると
思わずクスリと笑って
しまったり、わかるわ
かると共感したり、気
軽に読める等身大のエ
ッセイ集です。

神輿大全
誠文堂新光社

日本には様々な祭り
がありますが、祭りで
神輿が登場すると華や
かさや力強さが増し、
一気に盛り上がりま
す。本書では豊富なカ
ラー写真も交え、神様
の乗り物である神輿の
歴史や基礎知識などを
網羅しています。

深海でサンドイッチ
平井明日菜著　こぶし書房

その名の通り深海を
調査する、しんかい
6500。一度の調査には
何か月もかかりますが、
その間の生活はどのよ
うなものなのでしょう。
しんかいを乗せて運ぶ
船よこすかの食事風景
とともに働く人々の姿
をリポートします。

絶滅の危機にあった
伊豆諸島・鳥島のアホ
ウドリですが、徐々に
数を増やし今では
4000羽ほどに増えま
した。さらに火山島で
ある鳥島から雛を移
し、新たなアホウドリ
の生息地をつくる試み
をまとめた本です。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

★1月のお話会ピーターパン★

19日（火）午前10時30分から
9日（土）・23日（土）

午後２時から

・上牧町ホームページ・図書館
ページから蔵書検索ができます。

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
(大
ホ
ー
ル
)

１
月
の
催
し
の
ご
案
内

又
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世帯数..............9,790(＋14)

男　性............10,954(−５)

女　性............12,094(＋６)

合　計............23,048(＋１)
（　）は前月比

平
成
27
年
11
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
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毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第１水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線261番
☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第２金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第２水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線125番

●生活自立相談
担　当：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
と　き：毎月第２木曜日　午後１時30分〜４時30分

(３月まで）
ところ：役場１階相談室
内　容：生活に困っている、仕事が見つからない、

経済的にお困りのかたへの相談・支援
問合先：奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター

0120ー85ー1225

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第２金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場２階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線261番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
ところ：①上牧中学校
と　き：１月19日（火）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479
ところ：②上牧第二中学校
と　き：１月18日（月）・25日（月）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線135番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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